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2.15.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
菊地 愛 さんさ踊りのツイスト動作における違いの提示方法についての一検討 
さんさ踊りは団体で踊る岩手の伝統舞踊である．踊り自体は形を覚えれば短期間で踊れるよ
うになるが，何度も練習するにつれ自分のタイミング，独特の癖が出来てしまう．これは団体
で揃って行進し踊る際に目立つ要因となる．しかし学習者は自分と指導者の違いが明確に分か
らないため，言葉やジェスチャーだけでは理解が難しい．本研究は学習者と指導者の違いを回
転力に注目し，角速度センサを用いた測定方法を提案し，明確に提示できる計算方法および提
示方法を検討した. 
梅村 靖子 
 
 
粒状ノイズを付加する画像の領域と質感向上との関係 
近年の研究において,画像にノイズを付加することで質感の向上が見られリアルさの評価が
高くなることが知られている.従来の研究では,被写体毎に質感を向上させるノイズの種類や強
度は同じであり,ノイズを付加する領域は画像全体であった.そこで本研究では,高周波成分を削
減した画像を用いて質感に影響を与えている画像領域を調査した結果から,画像の特徴パラメ
ータとノイズ付加による質感の関係性を明らかにする. 
熊谷 翔太 
 
塗装作業における技能差の評価のための一検討 
現在，作業員は限られた時間内で塗装を終えなければならず， その影響から不具合を出して
しまうことも少なくない． その中で高習熟者は長年の経験から様々な技能を駆使し不具合を最
小限に食い止めているが， 何を技能と感じ取ればいいのか， また， 高習熟者とどのくらい動
きが違うのか明らかになっていない．本研究では，肘と腰の動作に着目し，角速度と映像の知
見をもとに作業員の技能差の発見および評価を行った． 
柴田 博樹 
 
陰影表現における稜線を捉えるための初心者向け対話的デッサン学習支援システムの検討 
絵画を学ぶ際の基本的な訓練方法として鉛筆デッサンがある．その学習において重要である，
学習途中での評価や指導が得られるという「対話性」を重視したデッサン学習支援システムを
提案する．本研究では初心者がデッサンを学習する際の基礎的な要素の一つであるモチーフの
陰影を正しく捉えるために，一般のデッサン学習でも注目される「稜線」に着目し，陰影の形
を学習項目とする対話的なデッサン学習支援システムを提案する． 
高橋 奈穂美 2次 Bezier曲線を用いた画像拡大法におけるグラデーション領域の歪み補正 
従来の拡大法はエッジ部分にボケや偽輪郭などの歪みが生じる．これは画像の構造を考慮せ
ずに拡大処理を行うことが原因である．このとき，画像の構造を考慮した画像表現法として，
走査線の画素の位置と輝度値から 2次Bezier曲線による近似曲線を求め画像を再構成する手法
がある．しかし，この手法に基づいて単純に曲線を拡大するだけでは曲線のグラデーション部
分に歪みが発生するため，本研究ではこの歪みの補正を提案する． 
對馬 直哉 
 
DCT係数の符号情報に着目した構造情報圧縮手法の提案 
JPEG は汎用性が高く様々な種類の画像に使えるが，圧縮効率が高くなるとブロック歪やエ
ッジ部分にモスキートノイズ等の視覚的に大きな妨害を生じる．これは画像中の構造の情報が
失われてしまったためである．  
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 本研究ではこのような視覚的妨害の低減を目的として，DCT の係数における符号の情報が画
像の構造情報を表す位相情報を含む事に注目して，重要度の高いものから優先的に保存する手
法を提案する． 
最上 恒義 
 
地域伝統舞踊の基本動作における腰の「落とし」動作の定量化 
地域伝統舞踊を学ぶ上で，まずは身体の基本的な動かし方（基本動作）を学ぶ必要がある．
指導者は身体の動かし方の感覚を言葉で説明する．しかし，学習者にとって指導者の感覚を理
解し，習得することが困難であるという問題を抱えている．本研究では基本動作について加速
度を数値化し比較可能にすることによって指導者の感覚を可視化することを目的とする．本研
究では基本動作の「落とし」動作を取得し，分類方法および分析方法を提案した． 
中村 範斗 
 
歩行リハビリ支援のための腰部に着目した変化の定量化 
理学療法士は歩行リハビリの効果を主観で判断している．しかし，患者に対してリハビリ前
後でどの程度変化したのか，変化量が主観評価では難しい場合がある．そこで本研究では，主
観評価では難しい歩行動作の変化量を定量化し，理学療法士の診断支援を目標として行う．理
学療法士の評価点であるひねりと重心移動に着目して，加速度・角速度センサを用いて歩行動
作を数値化し，そのデータを用いて変化を定量的に捉えることを試みた． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
高橋 裕次郎 MRA画像を用いた興味領域における血管領域の追跡法 
脳腫瘍患者に対して的確な治療を施すために，脳腫瘍内部の血管走行を知ることは,脳腫瘍の診
断において重要な要素である,脳腫瘍と血管との関連性を確認する際に，医師は血流を強調して撮
像するMRA（Magnetic Resonance Angiography）画像と，脳腫瘍等の脳組織の描出に優れるMRI
（Magnetic Resonance Imaging）画像を見比べる.これらの医用画像を確認するとき,興味部位の
対応位置に関する３次元構造を確認するのが困難な場合がある.先行研究では,MRA の血管走行に
注目し，MRA のMIP（Maximum Intensity Projection）画像という血管の全体像を投影した画像に
おける位置と，MRI 画像の３次元対応位置を提示することで,興味部位に関する３次元構造の把握
を容易にした.しかし，（１）利用者が意図した血管走行を指定出来ない場合がある，（２）脳表
情報による血管の隠蔽，が課題とされていた．本研究では，利用者が想定した血管を指定出来な
いとき，血管の中心を通っていないという事に着目した．MRA 画像から抽出した血管領域の「中
心」を求め，血管中心へ指定位置を補正すれば，利用者の意図した血管指定を実現出来ると考え
た．また，脳表情報の削除による重要血管走行の可視化と距離画像による血管中心の算出及び中
心に沿った指定血管走行の探索を行うことでMRA-MIP 上からの血管走行入力を容易化した． 
澤田 尚大 歩行の評価方法に基づいたリハビリ効果の可視化法 
実用歩行訓練に対して行われるリハビリテーション効果の評価というのは理学療法士が臨床の
際に効果を目で見て主観で判断している．しかし，その判断要素の中で効果がどの程度であった
か見るだけで分かりやすい評価要素と，分かりづらい評価要素がある．そのため，目では見えづ
らい評価要素における歩行の変化をグラフや数値として見ることによってリハビリの効果を定量
的に見たいという要求がある．そこで本研究では，主観的に取得しづらい歩行のリハビリ効果の
時間的要素である「歩行周期における各期の変化」と歩容的要素である「歩行周期の乱れの変化」
に着目し，歩行動作の向上に到るまでに下腿が「どのタイミングでどう動いたか」を数値化・可
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視化することを目標とし，その際重要となってくる歩行時の各相・歩行周期の乱れを検出するシ
ステムの構築とそのシステムの検証を目的とする．本研究では，加速度と角速度を同時計測でき
る無線センサに着目し，それを用いることによって歩行の周期の変化や各期の変化を数値化し，
それを可視化するシステムを構築する．「歩行周期の各期に」おいて重要となる区切りの動きは
「踵が着く」｢踵が離れる｣「爪先が離れる」であるため，踵と爪先にセンサを装着してデータを
取得して区切りを検出・数値化し，それらのリハビリ前後での推移を可視化する．また「歩行周
期の乱れの変化」は踵に付けた角速度センサのデータから検出・数値化し，リハビリ前後での推
移を可視化する．これにより，他のシステムでは行えなかった理学療法士のリハビリ効果の評価
の支援を実現した． 
中里 直樹 和太鼓のバチさばきにおける技能の可視化法 
和太鼓の動作学習において，学習者はまず「基本打ち」という打法を学習する．この打法を学
習する上で学習者は，構えやバチさばき，和太鼓の打面を打つ場所といった項目を学習する．指
導者は構えについては足の開き方や腰の高さを指導し，学習者は鏡やビデオカメラで自分の習得
状況を確認する．同様に打面を打つ場所については自分で打面を見ながら打つことで習得状況を
確認することができる．しかし，バチさばきについては力の込め方や手首の使い方，無駄な力の
抜き方を指導するが，学習者は鏡やビデオカメラでの確認は困難である．そこで本研究では，加
速度センサを用いて動作を取得することで学習要素を定量化し，習得状況を明確にすることを目
的とする．重要な要素と加速度との関係性を調べたところ，「力の込め方」・「手首の使い方」
はそれぞれ手の加速度ベクトルの大きさとその傾きによって定量化でき，「無駄な力の抜き方」
は上腕の加速度ベクトルの大きさによって定量化できるとの予測を得た．「力の込め方」は手の
加速度ベクトルの大きさとして定量化してインパクト直前の最大値を学習者が出し得る最大の
「勢い」として算出し，「手首の使い方」は手の加速度ベクトルの大きさの傾きとして定量化し，
「力の込め方」の最大値直前の極大値を「瞬発力」として算出する．また，「無駄な力の抜き方」
は手の角速度(Z軸)の傾きにおける極小値の現れる箇所と同じ時間の上腕の加速度ベクトルの大
きさを取り，「脱力」として算出する．その結果，学習要素を定量化し習得状況を明確にできた．
指導者の主観評価と「勢い」・「瞬発力」・「脱力」の算出結果を比較したところ，指導者が学
習要素の良し悪しを感覚的に評価する際，片方の腕を見て評価するのではなく両方の腕を平均的
に見て評価している可能性が示唆された．そして，「脱力」を評価する上では「勢い」も合わせ
て評価する必要がある可能性が示唆された． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Abulajiang Abudrexiti, Masashi Kameda, et al, "Fast and Automatic 3-dimensinal Blood Vessels 
Visualization in MRA Images", 1st Workshop on Advanced Sensing and Imaging, 24o09, 2010.9. 
2) Masahiro Shirakawa, Masashi Kameda, "Optimum Frequency Band Partition and Quantization Using 
Kurtosis in Subband Image Signal", Workshop on Picture Coding and Image Processing, WP1-9, 2010.12. 
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3) 白川将寛, 亀田昌志, "符号化レートに対応した画像のサブバンド符号化における最適帯域分割", 映像情報メデ
ィア学会技術報告, AIT2010-103, pp. 41-44, 2010.7. 
4) 柴田博樹，亀田昌志， "陰影表現における稜線を捉えるための初心者向け対話的デッサン学習支援システムの
検討", 情報処理学会，第 73 回全国大会，2ZC-3, 2011.3. 
5) 對馬直哉，亀田昌志， "DCT 係数の符号情報に着目した構造情報圧縮手法の提案", 情報処理学会，第 73 回全
国大会，3T-3, 2011.3. 
6) 梅村靖子，亀田昌志， "粒状ノイズの付加における画像の領域と質感向上との関係", 情報処理学会，第 73 回
全国大会，3T-5, 2011.3. 
7) 高橋奈穂美，亀田昌志， "2 次 Bezier 曲線を用いた画像拡大法におけるグラデーション領域の歪み補正", 情報
処理学会，第 73 回全国大会，3T-7, 2011.3. 
8) 万谷勇輝，松田浩一， "Mo-Cap データを用いた 2D アニメーション表現の 3D 化インターフェース", 芸術科
学会，NICOGRAPH 第 26 回秋季大会，P08, 2010.09. 
9) 高橋裕次郎，松田浩一， "術前検討のための MRA-MIP 連動表示システム－MIP 表示上からの血管中心に沿
った指定法の提案－", 芸術科学会，NICOGRAPH 第 26 回秋季大会，P14, 2010.09. 
10) 熊谷翔太，松田浩一， "塗装作業における技能差の評価のための一検討", 情報処理学会，第 73 回全国大会，
1ZC-9, 2011.03. 
11) 菊地愛，松田浩一， "さんさ踊りにおける下半身動作の特徴の抽出方法における一検討", 情報処理学会，第 73
回全国大会，2ZD-7, 2011.03. 
12) 最上恒義，郡未来，松田浩一，清家久美子，海賀孝明， "地域伝統舞踊の基本動作における腰の「落とし」動
作の定量化", 情報処理学会，第 73 回全国大会，6ZA-6, 2011.03. 
13) 中村範斗，松田浩一， "歩行リハビリ支援のための腰部に着目した変化の定量化", 情報処理学会，第 73 回全
国大会，6ZE-3, 2011.03. 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 熊谷一生，情報処理学会 学会推奨卒業論文・修士論文認定, ,2010 年 5 月. 
2) 澤田尚大，ビジュアル情報処理研究合宿 2010 PROFESSIONAL AWARD，2010 年 9 月 
  
